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   Experience with pig-tail designed silicone rubber catheter for upper urinary tract is re-

ported. There are several sizes of catheter : the small size (5, 6 F) is adequate for cystosco-

pic ureteral stenting, and the large size (8^-14F) is suitable for the purpose of urinary diversion 
e.g. nephrostomy, cutaneostomy. In cases of long-term indwelling catheter like nephrostomy 

and cutaneostomy, there were some advantages; 1) remarkably decreased frequency of catheter 

exchange, and 2) prevention and/or treatment of dermatitis around the urostoma with Varicare 

system II. As a splint catheter after urinary tract surgery c. g. pyeloplasty, ureteroplasty, 

pyelolithotomy, the catheter was excellent.

Key words: Medical silicone rubber, Stent catheter, Urinary diversion

は じ め に

泌 尿器 科 領 域 に お い て は 尿路 に カ テ ー テ ルを 留 置 す

る こ とは極 め て 多 く,そ の材 質 に つ いて は,現 在 の と

ころ シ リ コ ン製 品 が 最 も優 れ て い る こ とは 周 知 の と こ

ろで あ る.し か し この シ リ コ ンの欠 点 と し て加 工 しに

くい こ とが 挙 げ られ,こ のた め に 他 の材 質(ゴ ム,テ

フ ロ ン,ポ リエ チ レンな ど)に シ リ コ ン ・コ ー テ ング

して使 用 して い た 。最 近 で は シ リ コ ンの生 体 へ の 応 用

に つ い て の研 究 が 進 み,長 期 静脈 内 留置 が 可 能 で あ る

シ リコ ン ・ラ バ ー のIVH用 カテ ー テル が 市 販 さ れ

てい る1)尿 路 用 の シ リコ ン 。カ テ ー テル と し ては

Foley'scatheterが 最 も 多 く 使用 され て い るが,上

部 尿路 に 使 用 可 能 な シ リコ ン ・ラバ ー ・カテ ー テ ルに

つ い てはZimskindら2)以 後 経 尿 道 的 に 尿 管に 留 置 で

きる カ テ ー テル が数 種 類 報 告 され てお り3～5),本邦 で入

手 可 能 な もの もあ るが,い ず れ も高 価 で あ り,サ イ ズ

お よび 長 さが き ま って お り使用 に 際 して の 不 便 さが あ

った.

そ こ でわ れ わ れ は シ リコ ン ・ラバ ーの 特 性 を 活 か し

たsiliconpig-tailcatheter(SPC)を 工 夫 し,ダ ウ

コー ニ ング社 の協 力 を 得 て作 製 し,臨 床 に 使 用 した の

で こ こに そ の経 験 を 報 告す る,

カ テ ー テ ル に つ い て

材 質 は シ リコ ン ・ラバ ーで先 端 穴 でpig-tail部 分に

3個 の 穴 を有 す る(Fig.1).カ テ ー テル の サ イ ズは5

Fr.お よび6Fr.以 上 は14Fr,ま で 偶 数 の サ イ ズが あ

り,挿 入 に 際 して は5,6Fr.に はwircguideを,

8,10,12,14Fr.に は 尿 管 カテ ー テ ル を誘 導 子 と し
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て用 い 先 端 穴 よ り数cm出 して 使 用 した(Fig.2).

使用方法および症例

1.腎 痕,尿 管皮 膚 嬢 な ど の永 久 尿 路 変 更用(Ta-

ble1)

これ らの症 例 に は10,12,あ るい は14rr.の 太 い

カ テー テ ル を使 用 し,尿 痩 口に は バ リケ ア ー ・シス

テ ムIIを 用 い そ の 管理 に つ い ては す で に報 告 した と

こ ろ で あ るが6),概 略 を症 例 の と こ ろ で のべ る.2

週 に 一 度 は 受 診 させ,カ テ ー テ ルの 流 通 や 使用 感覚,

尿 痕 口の 状 態,全 身状 態 な どを 検 討 した.カ テ ー テ ル

の交 換 は 閉 塞,脱 出 な ど の異 常 時 に 行 うの を 原 則 と し

た.14例 に 使 用 し,留 置期 間 は 途 中 に 死亡 した症 例 を

除 く と,2～25ヵ 月 の追 跡 期 間 で,最 短2週 間 か ら最

長10ヵ 月 で,交 換 回 数 は 平均1.8回 で あ った.

症 例(Fig.3A～D)

こ の症 例(Table1,caseNo.2)は 子 宮 癌 術 後 の

腎 後 性 腎 不 全 に 尿 管皮 膚 痩 に よる尿 路 変 更 術 が 施 行 さ

れ て お り,尿 漏 れ に よ る尿 痕 口周 辺 の難 治 性 皮膚 炎

(Fig.3A)を 起 こ し て そ の 管理 に 困 窮 し て い た.

SPC(12Fr,)を 腎 孟 まで挿 入 し,尿 痩 口周 辺 を十 分

に 微 温 湯 に て 石 鹸 浴 し,つ い でパ リケ ア ー ・パ ウ ダー

を 薄 く塗 布 し,バ リケ ァ ー ・フ ラ ン ジ(Fig.3B)を

貼 り,そ の 周 囲 を デ ュオ ダ ー ムに て固 定 し,尿 は バ リ

ケ ア ー ・ユ リナ リー ・バ ッグに 集 め た(Fig.3C).

1週 間 後 バ リケア ー シ ス テ ム の交 換 ま では 尿漏 れ

は 一 度 も発 生す る こ とな く経 過 し,難 治 性 皮 膚炎 は治

癒 傾 向 に あ り,ほ ぼ3週 閥 で皮 膚 炎 は 治 癒 し,カ テー
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Table].Summaryofcasesoflong-termuse

NoCaseAge Sex U.D.*Durationof

Follow-up

Exchange

Frequency Duration Remarks

1

2

3

4

5

s

7

8

9

io

11

12

13

14

TO

FO

KI

ns

ro

腱B

YI

TY

IT

H閥

SY

閥H

KK

TI

55

51

72

65

T2

46

76

72

76

52

凶

F

M

F

F

団

目

M

M

目

凶

F

M

F

C**

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

C.

24days

33days

20Mon.

17Mon.

9団on。

19Mon.

8Mon.

25Mon.

2Mon.

2Mon.

2Mon.

2目on.

5矧on.

9Mon.

0

0

3

3

5

4

3

5

0

0

0

0

0

i

24days

33days

6^-8Mon.

3^-10Mon.

5days^-5Mon.

14days^-7Mon.

1～5属on.

2～6鱒on.

2凶on<

2凶oo<

2Mon<

2目on<

5遡on.

2～7囲on.

Death

Death

Death

De酢h

*;Urinarydiversion

Table2.

**;Cutaneostomy

Summaryofcases oftemporary use (i>

NoCaseAge Sex DurationSize
(day)(Fr.)

Operation

i

2

3

4

5

6

7

8

9

io

11

12

13

14

15

is

17

且S

SK

SM

ST

AI

TT

SK

xe

且O

SY

SF

KK

YH

YO

HY

II

TO

52

49

54

47

31

36

43

57

20

71

41

16

33

76

43

F

F

岡

F

F

F

F

M

F

F

M

団

F

F

凶

F

日

is

8

10

15

15

9

8

9

7

3

9

9

15

8

9

14

13

8

8

8

8

10

8

8

s

6

8

6

6

14

8

8

8

10

L.

L.

R.

L.

L.

R.

R.

R.

L.

L.

R.

L.

L.

L.

R.

R.

L.

ureterocystoneostomy

ureterocystoneostomy

pyeloplasty

ureteroplasty

pyeloplasty

pyelolithotomy

pyelolithotomy

pyelolithotomy

pyelolithotomy

ureteroplasty

pyelolithotomy

pyeloplasty

ureterocystoneostomy

ureterolithotomy

pyelolithotomy

pyelolithotoroy

ureterocystoneostomy

415
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Table3.Summaryofcasestemporaryuse(2)

NoCase且geSe翼 DurationSize
(day)(Fr.)

Operation

RL

1BO

2RA

3TH

4KN

5HK

sKo

7KK

8KK

9EF

62

sz
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60
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M

M

M

M

M

M

M

M

M

19
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17
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1.C.***+T.C.****
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8
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1.C.+T.C.

1.C.+T.C.
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テル 管理 は 容易 と な った(Fig.3D).

II.腎 孟 形 成,腎 孟 切 石 術,尿 管 端h吻 合 術,尿 路

変 更 時 な どの一 時 的 使 用(Table2,3)

手 術 時 尿 管 の 太 さ に 合 った カ テ ー テ ル にwire

guideあ る い は尿 管 カ テ ー テル を ビ ッ グ ・テイ ル の 先

端 穴 よ り挿 入 し,こ のwireguideあ る い は尿 管 カ テ

ー テ ルを 利 用 して カテ ー テ ルを 誘 導す る .ビ ッ グ ・テ

イ ル部 分 を 腎孟 に,末 端 を 膀 胱 内 に と どめ,膀 胱 内に

は経 尿 道 的 にFoley'scatheterを 留 置 す る.術 後5

～10日 に経 尿 道的 に カテ ー テル を 抜 去 しっ つ,上 部 尿

路 を 造 影 す る こ とに よ り,尿 漏 れ や 尿通 過 状 態 を確 認

す る こ とを 原 則 と して い る,腎 孟 形 成,腎 孟 切 石 術,尿

管端 々 吻合 術 な どで は,腎 孟,尿 管 を6-0,8-OVicryl

に てwatertightに 縫 合 して も尿 漏 れ は 少 な か らず

あ ったが,こ の 方 法 を 行 う よ うに な って か ら,尿 漏 れ

は まず 認 め られ ず,創 部 ドレー ンは 術 後3日 前 後 で除

去 で きる よ うに な った(TaUle2).尿 路 変更 術(尿

管 皮 膚 痕 あ るい は 回結 腸 導 管 術 な ど)に 際 して ス プ リ

ン ト ・カ テ ー テル を使 用 す る こ と の是 非 に つ い て は論

議 のあ る と ころ で あ り本 論 文 の主 旨で は な い の で 省略

す るが,わ れ わ れ は 創部 の安 定 を み る まで(術 後7～

10日)は 使 用 す る こ とに して い る(Table3).

症 例 供 覧

症 例(Table2,caseNo.16)は43歳 女性,右 腎

孟 切 石 術に 際 して8Fr.のSPCを 腎 孟 か ら膀 胱 へ

挿 入 した。 創 部 よ りの浸 出物,尿 漏 れ は認 め られ ず,

ド レー ン は 術 後3日 目に 抜 去 で きた.術 後14日 目に

SPC抜 去 時 の もの で あ る(Fig・4A,B).

症 例(Table2,caseNo.is)は49歳 女性,右 腎

孟 切 石術 に 際 し て8Fr.のSPCを 腎孟 か ら 膀 胱 へ

挿 入 した.創 部 よ りの浸 出物,尿 漏 れ は 認め られ ず,

ドレー ンは 術 後3日 目に 抜 去 で きた.Fig.5A,Bは

術 後8日 目にspc抜 去 時 の もの で あ る(Fig.5A,

B).
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症 例(Tablc3,cascNo.9)は68歳 男 性,膀 胱 全

摘 出術+回 結 腸 導 管 術に 使 用 した と き の もの で あ る.

術 後16日 目に 抜 去 した 回腸 ・尿 管 吻 合 部 よ りの 尿漏 れ

は な く良 好 な 経 過 で あ り,術 後3ヵ 月 に お い て も水 腎

症 は 認 め て い ない(Fig.6A,B).

考 察

シ リコ ンは 生体 に とっ て異 物 反 応 が最 も少 な い物 質

で あ り,生 体 内留 置 可 能 な 医 療材 料 と して 多 く利 用 さ

れ てお り,シ リ コ ン ・ラバ ーは シ リコ ン ・ポ リマ ーに

シ リカを加 え,シ リコ ンの特 性 を失 うこ と な く,柔 軟

性を もたせ た もので あ る7).

泌 尿 器科 領 域 に お い て はDeNicola8),Heller9).

Sherwoodlo)が 使 用 した のが 始 ま りで,現 在 で は下 部

尿 路に は シ リコ ン ・ラバ ー製 品が 主 流 を な して お り,

上 部 尿路 に はZimskindら の 報告2)後 各 種 の シ リ コ

ン ・ラバ ー ・カテ ー テ ルが 市 販 され は じめ,そ れ らの

使 用経 験 が 報 告 され て い る2階5・11～16).

腎痩,尿 管 皮膚 痩 は 今 で も永久 尿 路 変 更 術 と して汎

用 され る手術 で あ る が,し か しそ の尿 繧 口の 管理 に 患

者 は も と よ り,医 師,看 護 婦 ま で も苦 しん で い る現 状

と思 わ れ る.上 部尿 路 用 の カ テ ー テ ルは 経 尿 道 的に 留

置する目的であり,腎 復,尿 管皮膚痩に用いるにはカ

テーテルのサイズにおいて,ま た下部尿路用のカテー

テルは腎孟あるいは尿管にはこれ らの容積よりの不便

さがあったのでわれわれはまずこの尿痩 口の管理の目

的でここに報告 したようなSPCを 考案,作 製した.

腎孟形成,腎 孟切石術,尿 管端IZ吻 合術などの手術

後一時的に使用する場合は別として,長 期留置に際し

ての問題は,1)カ テーテル交換 の間隔,2)結 石形

成,3)カ テーテルの移動(自 然抜去など),4)感 染

などであろう.

留置期間についてはシリコン・ラバー・カテーテルな

らば6ヵ 月以上可能であると述べられてお り,Zims-

kindら2)は19ヵ 月,Paisら は2年 以上12)留置 した

症例を報告している.今 回の経験でも最長10ヵ 月もの

あいだ問題なかった症例があった.シ リコンが生体へ

の影響がいかに少なくても,異 物で有ることに相違は

なく,特 に尿路においては結晶付着によるカテーテル

の閉塞,カ テーテルに起因する結石形成はカテーテル

管理において大きな問題である.イ ソヂン液による自

己洗浄,で きうる限りの水分摂取などの指導を行って

このような問題に対処している.

カテーテルの移動の防止に はGibbons"),Finney
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ら5)が考案している,わ れわれの作製したカテーテル

では未だ経験がないが,5,6Fr.の よ うに細いもので

はビッグ・テイル部分の柔軟さのために起こりえる可

能性は否定できない.

感染の防御は極めて困難な問題であ り,不 可避なこ

とであろうが,先 に述べたように利尿状態を維持させ

るのが最善であろう,さ らにはcinoxacin,PPA,ST

合剤などの抗菌剤の少量投与も一方法と思われる.

使用 した経験において,1)腎 塵,尿 管皮虜痕にお

いてカテーテルの交換の頻度は著減する,2)尿 縷 口

周囲の皮膚炎に対してあるいはその予防にバ リケアー

・システムとの併用により極めて有効である,3)腎

孟形成,腎 孟切石術,尿 管端h吻 合術などの手術にス

プリント・カテーテルとして,術 創への尿漏れ防止に

も有効であることなど尿路用カテーテルとして有用性

が高いことがわかった.現 在入手可能なシリコン・ラ

バー ・カテーテルは極めて高価であり,医 療費抑制が

大きな社会問題となっている今,材 料費についても配

慮すべきと思われる.こ のカテーテルは未だ市販され

ていないが,近 日中に従来のものよりはるかに廉価に

市販されると予想される.

今後,慢 性尿管狭窄,悪 性腫瘍の尿管浸潤などにも

応用 して適応例,使 用方法さらにはカテーテル自身の

改良など検討を加えていく予定であるので,御 批判,

御示唆がいただければ幸いである,

結 語

上部 尿 路 用 の シ リコ ン ・ラバ ー製 の ビ ッ グ・テ イ ル ・

カ テ ーテ ル を考 案,作 製 し,1.腎 痩,尿 管皮 膚 腰 な

どの 永 久 尿路 変 更 用,2.腎 孟 形 成,腎 切 石術,尿 管

端 々吻 合 な ど の一 時 的 に 使 用 した.そ の 結果,1)腎

痩,尿 管皮 膚 懐 に お いて カ テー テ ル の交 換 の頻 度 は著

減 す る,2)尿 腰 口周 囲 の皮 膚 炎 に 対 して あ る い はそ

の 予 防 に バ リケ ア ー ・シ ス テ ム との併 用 に よ り極 め て

有 効 であ る,3)腎 孟 形成,腎 孟 切石 術,尿 管 端 々吻

合 術 な どの 手 術に ス プ リ ン ト ・カ テー テ ル と して,術

創 へ の尿 漏 れ 防 止 に も有 効 で あ る こ と な どが わ か っ

た。

稿 を終 わるにあた り,カ テーテノレの製作に御協 力 していた

だいた,ダ ウ コーニ ング社倉知 氏に感,謝します.

なお,本 論文の要 旨は第33回 日本 泌尿器科学 会中部連合地

方 会(浜 松市)に おいて発表 した.
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脚勃胞5P
薬価基準収載

1日2回 の 服 用 で す。

種 々 の放 出 時 閤 を 持つ よ う製 剤 化 され た 、徐

放 性顯 粒(Timedpill)を カプ セ ル に充 填 しま

した の で 、急 激 な 血中 濃 度 の 上昇 をお さ え 、

血 中 濃度 の 持 続 が 観察 さ れ て い ま す。

従 って 、従 来 の イ ン ドメタ シ ン に み られ た消

化 器 障 害 、中 枢 系 の副 作 用(頭 痛.頭 重)の 発

現 頻 度 を低 下 さ せ る こ とが 二 重 盲検 試 験 で確

か め られ て い ます 。 〔佐 々 木:リ ウマ チ12:

253(1992))

凹使用上の注意
消化性潰瘍のある患者.重 篤な血液異常 ・
肝障害 ・腎障害 ・心機能不全のある患者、
本剤又はサリチル酸系化合物(ア スピリン
等)に 過敏症の患者,ア スピリン喘息又は
その既往歴のある患者には投与しないこと。
慢牲疾患(慢 性関節リウマチ、変形性関節症
等)に対し長期投与する場合 、定期的な臨床
検査(尿検査 、血液検査及び餌機能検査等)
を行うこと。また異常が認められた場合に
は.減量.休 薬等の適切な措塵を講ずること。
なお.視 覚に注意し、もし巽常が認められ
た場合には直ちに投与を中止すること。
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人に
は投与しないこと。授乳中の婦人に投与す
る場合には.授 乳を中止させること。
その他の使用上の注意、適応症、用法 ・用
墾については添付文書をご参照ください。

住友製薬株式会社
〒541大 阪市 東区道修 町2丁 目40


